
優秀論文の JPEN への投稿について 

 

平成 21 年度より、本学術集会で選ばれた優秀な発表演題（最大 5題）に対して、発表者が投稿

の意思があれば、本学会が推薦して JPEN Journal of Parenteral and Enteral Nutrition 誌へ

投稿することとなりました。投稿された英文論文は JPEN 編集委員会で査読されます。掲載につ

いてとくに保証されるものではありませんが、本学会の推薦論文であることは配慮されます。ち

なみに、平成 21 年度の推薦論文 4題はすべて accept されました。 

投稿の意思確認について： 

その論文を学会の推薦のもとに JPEN へ投稿する意思があるか否かにつきましては、学術集会の

登録演題の際に確認いたします。 本学会としては、多くの会員の皆様の論文が国際誌に掲載さ

れることを望んでおります。会員の皆さまにおかれましては、学術集会へ演題の投稿をお願い申

し上げます 

（JPEN に採択された平成 21 年度推薦論文） 
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